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３、傷の原風景からの脱出と山姥というイメージ 
 吉原幸子、白石かずこはいずれも異端者であった。いや、積極的に異端者としての世界を
自己の内面に切り（本ページ下から 8行目参照）開いて行く。それが二人の女性詩人を精神
の破綻と危機から救出し、さらには、内面に複雑なイメージの世界を展開させる。吉原幸子
は晩年に至り、自己の母との緊張関係をほどき、時空を超えた同一の感覚を広げて行く。フ
ランス語の海を意味する「ラ・メール」の中に「母」が隠れているとモダニズムの言説の中
で繰り返し唱えられた発想を吉原幸子は母との緊張関係からの解放として新たに歌い直し、
そこに新鮮な詩の声を響かせる。これは日本の詩歌にとってフランス象徴詩受容の成果の
頂点を示すものであると言えるだろう。 
  一方、白石かずこは、７０年代東京の都市に光景にモダニズムの爛熟を見る。モダニズム
が爛熟から衰退へと変化するなかで、白石の詩は砂漠へと向かう。通常、無味乾燥、情緒の
届かない世界とされている砂漠を白石かずこは日本語の詩的な世界として展開させる。植
物が生い茂る温帯の湿潤な気候の中で「祈り」に匹敵させる詩歌の情緒を育ててきた日本語
の世界に砂漠の情緒を切り開いたのである。都市は砂漠という通俗的な嘆きのイメージを、
反転させ、砂漠こそ「われわれ」が向かうべき世界の方向であると、詩人は高らかな歌の声
を響かせる。 
  真野孝子は吉原幸子が「海の山姥」であるのに対して白石かずこは「砂漠の山姥」と呼ぶ。
真野論文第四章「山姥という表象 女性のトラウマからの生き延びとして」で以下のように
総括する。 
  「第一章の傷の原風景では詩表現が言葉では表現できない内面の吐露となるので、グロ
テスクなイメージに託されることを読み解いた。第二章の傷の原風景の展開になると、詩の
語りは「わたしたち」や他者についてのトラウマの物語に変遷していったのである。傷の原
風景において、山姥という表象は、大庭みな子の「林」に見られるように、傷から回復、自
己解放への願望の語りを担う像としての重要なものなのである。彼女は小説「山姥の微笑」
で、家族に封じこめられて、娘・妻・母という役割をこなしながら、自由な自分への願望を、
里の人間社会を離れて思いのままに本来の自分の姿で生きる山姥になぞらえて生き延びる
主婦の内面の二重構造について描いている。そしてトラウマの物語を始めるときに、山姥は
自己の本来的な姿への憧憬を担う存在というメタファーとして内面の語りを担う存在とな
っていた。さらに第三章の傷の原風景からの生き延びにおいては、詩の声が山姥の語りに重
ねられるようになる」 
  以上の引用にみられるように、真野孝子は、吉原幸子、白石かずこが、内面に発見したト
ラウマを源泉とする詩（うた）をうたうにあたり、精神と生命の危機から逃れるための装置
としての「山姥」という表象を提出する。山姥のイメージは、水田宗子が大庭みな子の作品
を解読するための使用した中心的概念である。山姥は人里離れた山にあって、自由な自己を
持つ。人里の異端も、山姥が生きる山にあっては、当然の存在であり異端ではない。真野論
文は吉原幸子、白石かずこの詩作が異端の歌から山姥の歌へと発展展開する過程を水田宗
子のフェミニズム文学批評の手法を応用しながら読み解いて行く。 
４、吉原幸子と白石かずこの前後の世代との比較 
 吉原幸子、白石かずこに先行する戦後の女性詩人第一世代である永瀬清子、石垣りん、茨
木のり子は、リアリズムの手法を用いて、女性の個人としての自立をうたう。そこでは自己
と他者の社会的距離間は厳密に計測されている。自己と他者の距離の厳密な計測こそ詩の
重要な核心をなしている。戦後第一世代の女性詩人が現在でも多くの読者の共感を得るの
は、社会生活における自己と他者の距離の計測の見事さが、読者に共感と感銘を与えるから
だと言えるであろう。この世代の詩人にとって内面は社会的距離を厳密に計った中心点に
存在する個の沈黙によって表現される。語らないことこそ、詩の重要な中心点であり、語ら
ないことから矜持が生まれ、詩作品全体に響く矜持の音色が読者の耳に美しく響く時、詩人
の沈黙は読者の耳の中で実に多くの事柄を語り出すのである。 
  個の沈黙の中に沈んだ内面のトラウマを造形化し言語芸術の高みまで引き挙げたのは戦
後女性詩人の第二世代にあたる吉原幸子、白石かずこであったことは真野論文の中核をな
している。そこでは近代という時代が構築した文化的規範が脱構築されている。内面は発見
され、観察され、拡張され、個の中にありながら全世界を包摂するまでになる。伝統的な定
型短詩にはなしえない大事業をなしえたことになる。 
  吉原、白石の後続世代にあたる伊藤比呂美は近代化のプロセスの中で形成された娘、妻、
母という女性のジェンダーが負わされる役割分担の制度が解体した後に登場した詩人であ
る。伊藤比呂美は生まれる、育つ、交わる、生む、育てるという営みを身体的実感にひきつ
けて大らかに歌う。子であること、交わる相手を持つこと、子を産み育てることは、身体的
経験とイマジネーションの交点で響く多層的な音の集積を形作っている。個人の身体感覚
は社会制度が要求する道徳を軽々と越えて行くのだ。日本語を使う人々の情緒の底に日本
仏教があることを見て、詩の語り方として仏典と説教節の再導入が行われていることを真
野論文は指摘していないが、詩が社会の集団的な精神形成にとって重要な役割を果たして
いることを考慮すると、この審査報告書ではそれを付け加えておきたい。吉原、白石が開拓
した内面世界にひろがる広大な世界を、伊藤比呂美は日本社会において共有された仏教的
世界観を持つ言葉と語り口の中に置きなおすことによって、共有されるべき情緒の再構築
を図る。脱構築から再構築への動きをそこに見るのはまちがいだろうかと考えるのは主査
（中沢）が、真野論文に即されて始めた思考の一端である。 
５、結論と今後の展望と課題  
 １９６０年代は日本の口語自由詩にとって男女を問わず豊穣な実りの時代であったこと
は間違いない。欧州の戦間期に生まれたモダニズム、シュールリアリズムは、ほとんど同時
的に日本へ輸入され、二十世紀初頭に広がった詩作の態度が、戦禍を潜り、定着し花開いた
のが６０年代から７０年代にかけての口語自由詩である。もともと第一次世界大戦をきっ
かけとして生まれたモダニズムやシュールリアリズムであるから、第二次世界大戦の戦禍
を潜ったことは中断あるいは断絶として捉えるよりも、理論先行の芸術論、詩論に戦禍とい
う体験が加わったとみるほうが実際的なのではないだろうか。理論を体験として追加する
と言うには、戦死者、戦争犠牲者、戦争被害と敗戦の苦痛が多大であったことを認めざるを
えない。そのうえで、戦後女性詩はモダニズムの継続と復活という性格を持っていることを
指摘した真野論文の意義は大きい。この点は先行研究が乏しいなかで、真野論文がこの時代
の詩研究の嚆矢となる重要な論文であることを証明している。詩を研究対象とした先行論
文が少ないうえに女性詩の研究はさらに論文は乏しい。真野論文はこのような状況に対し
て新しい言説空間を開く力を持っている。 
  真野論文が書かれるにあたっては水田宗子のフェミニズム文学批評の方法論に寄るとこ
ろが大きい。とくに大庭みな子作品から抽出した山姥のイメージは真野論文の中核となっ
ている。山姥という概念がトラウマからの脱出と現代社会において精神が生き延びるため
の表象として機能することに捕らわれ、山姥とは何か？という分析に乏しいことは惜しま
れる。山姥という表象に頼りすぎずに、さらなる分析と探求が望まれる。キリスト教を根底
に持つヨーロッパ文明には「魔女」が登場し、実際の社会でも魔女狩りの惨劇を生んでいる
が、山姥にはそうしたイメージによる惨劇はなかったのか。また山姥は鬼女と同一視される
かもしくは混同されるが、鬼女と山姥の違いについても詳細な検討が求められる。これは吉
原幸子作品、白石かずこ作品を読み解くうえでも重要な論点となりうる。「詩論出でて詩滅
ぶ」とは古典時代からくり返し言われていることであるが、詩論がなければ詩も新しく更新
されないのである。「詩論出て詩滅ぶ」とは詩の死と再生を含んでいる言葉だと捉えれば、
六十年代の口語自由詩は、今後、大いに研究されるべき分野である。博士論文審査口頭試問
において真野孝子氏の学識は博士の称号にふさわしいと確認された。また真野論文は博士
号授与にふさわしいものと認められることを報告する。  
